
２
つ
の
土
地
改
良
区
合
併
に
際
し 

次
世
代
継
承
に
向
け
た
基
本
計
画
を
策
定

東
播
用
水
は
、
兵
庫
県
南
部
に
位
置
す
る
神
戸
市
、
明
石

市
、
加
古
川
市
、
三
木
市
お
よ
び
加
古
郡
稲
美
町
に
ま
た
が

る
広
域
水
利
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
水
を
供
給
す
る
農
地
は

７
１
２
４
ha
に
上
り
、
県
内
の
耕
地
面
積
の
約
１
割
を
占
め
る

広
さ
で
す
。

こ
の
東
播
用
水
は
、
昭
和
45
年
度
か
ら
平
成
４
年
度
ま
で
実

施
さ
れ
た
東
播
用
水
農
業
水
利
事
業
に
よ
っ
て
完
成
し
ま
し

た
。
そ
し
て
平
成
28
年
、
こ
の
地
域
を
管
轄
す
る
東
播
用
水
土

地
改
良
区
が
、
受
益
地
が
重
複
す
る
兵
庫
県
淡
河
川
山
田
川
土

地
改
良
区
（
以
下
、
淡
山
土
地
改
良
区
）
を
吸
収
合
併
し
、
現

在
の
水
土
里
ネ
ッ
ト
東
播
用
水
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
向
け
た
協
議
段
階
で
策
定
さ
れ
た
の
が
、「
淡

山
疏
水
・
東
播
用
水
未
来
遺
産
運
動
基
本
計
画
」
で
す
。
こ
れ

は
、
淡
山
土
地
改
良
区
が
有
す
る
淡
山
疏
水
の
１
２
５
年
に
渡

る
歴
史
と
東
播
用
水
の
多
様
な
機
能
を
活
か
し
て
地
域
活
性
化

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
１
０
０
年
後
の
後
継
者
に
こ
れ
ら
の

用
水
や
疏
水
を
遺
産
と
し
て
継
承
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
定

め
ら
れ
ま
し
た
。
淡
山
疏
水
は
平
成
26
年
に
「
世
界
か
ん
が
い

施
設
遺
産
」
に
登
録
さ
れ
た
歴
史
的
・
文
化
的
価
値
が
高
い
施

設
で
あ
り
、
近
代
的
な
広
域
水
利
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
東
播
用
水

と
と
も
に
次
世
代
に
健
全
な
姿
で
引
き
継
ぐ
こ
と
が
、
水
土
里

ネ
ッ
ト
東
播
用
水
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら

で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
基
本
計
画
を
踏
ま
え
た
活
動
を
水
土
里
ネ
ッ

ト
東
播
用
水
に
お
け
る
21
世
紀
土
地
改
良
区
創
造
運
動
と
位
置

づ
け
、「
守
る
」「
活
か
す
」「
つ
な
ぐ
」
の
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
で
様
々
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

地
元
の
協
力
体
制
や
実
行
委
員
会
形
式
で 

取
り
組
み
を
持
続
可
能
な
も
の
に

１
つ
め
の
「
守
る
」
で
は
、
水
利
施
設
を
保
守
・
管
理
す
る

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

管
内
に
は
管
理
す
る
用
水
路
が
23
路
線
（
約
３
７
２
㎞
）
あ

り
、
管
理
区
域
の
面
積
も
施
設
の
数
も
膨
大
で
す
。
そ
こ
で
23

の
路
線
ご
と
に
水
利
委
員
会
組
織
を
設
け
て
、
各
地
域
か
ら
約

３
０
０
名
の
水
利
委
員
を
選
出
し
て
も
ら
う
こ
と
に
。
こ
の
委

員
た
ち
が
現
場
を
見
回
っ
て
、
農
業
用
水
の
需
要
や
施
設
の
老

朽
箇
所
な
ど
を
水
土
里
ネ
ッ
ト
に
情
報
提
供
し
ま
す
。
こ
の
協

力
体
制
に
よ
り
、
水
土
里
ネ
ッ
ト
は
地
元
の
要
望
に
適
切
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

２
つ
め
の
「
活
か
す
」
で
は
、
地
元
の
施
設
や
資
源
を
活
か

▲親子学習会（サイフォン橋の見学）

大 

賞
「
地
域
の
未
来
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
」 

兵
庫
県
　水
土
里
ネ
ッ
ト
東
播
用
水

疏
水
や
用
水
を
１
０
０
年
後
の
未
来
に
継
承
す
る
た
め

「
守
る
」「
活
か
す
」「
つ
な
ぐ
」
活
動
を
幅
広
く
展
開

位　置　図
兵庫県
水土里ネット
東播用水

平成30年度
21世紀土地改良区創造運動
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し
て
、
地
域
を
活
性
化
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
、
東
播
用
水
「
水
と
緑
の
交
流
」
実
行
委
員
会

に
よ
る
活
動
で
す
。
こ
れ
は
水
土
里
ネ
ッ
ト
が
国
、
県
や
市
、

町
な
ど
と
立
ち
上
げ
た
委
員
会
で
、
水
土
里
ネ
ッ
ト
単
独
で
は

難
し
い
活
動
も
、
関
係
機
関
か
ら
財
源
や
人
的
な
支
援
を
受
け

る
こ
と
で
持
続
可
能
な
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
東
播
用
水
の
ル
ー
ツ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

の
「
東
播
用
水
源
流
ミ
ニ
ツ
ア
ー
」
や
、
淡
山
疏
水
を
始
め
と

し
た
施
設
を
巡
る
「
神
戸
『
水
の
恵
み
』
ウ
ォ
ー
ク
」
な
ど
を

実
施
し
、
地
域
住
民
や
水
源
地
域
の
人
々
と
交
流
を
図
っ
て
き

ま
し
た
。
東
播
用
水
の
水
源
地
で
あ
る
篠
山
市
の
森
林
環
境
保

全
や
川
代
ダ
ム
周
辺
の
環
境
整
備
作
業
に
協
力
し
て
く
れ
る
市

民
を
広
く
募
集
す
る
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
か
ら
は
、
水
土
里
ネ
ッ
ト
が
地
元
の
農
業
生
産

組
合
と
連
携
し
て
主
催
す
る
「
神
戸
ワ
イ
ン
専
用
ぶ
ど
う
の
収

穫
体
験
」
も
年
に
１
回
実
施
。
地
域
住
民
に
農
作
業
を
楽
し
ん

で
も
ら
い
な
が
ら
、生
産
者
か
ら
東
播
用
水
の
役
割
を
説
明
し
、

農
業
と
水
利
施
設
へ
の
理
解
を
広
め
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

疏
水
や
ダ
ム
の
見
学
を
通
し
て 

子
ど
も
た
ち
に
知
識
を
つ
な
ぐ

３
つ
め
の
「
つ
な
ぐ
」
で
は
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

へ
知
識
を
継
承
す
る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
12
年
度
か
ら
継
続
し
て
い
る
の
が
、
小
学
生
を
対
象
と

し
た
淡
山
疏
水
と
東
播
用
水
の
見
学
会
で
す
。
地
域
内
の
小
学

校
と
連
携
し
、
現
地
で
実
際
に
施
設
を
見
な
が
ら
、
施
設
の
役

割
や
地
域
の
成
り
立
ち
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
か
ら
は
、
小
学
生
と
保
護
者
が
親
子
で
参
加
で

き
る
「
淡
山
疏
水
・
東
播
用
水
親
子
学
習
会
」
も
始
め
ま
し
た
。

ま
た
、
東
播
用
水
「
水
と
緑
の
交
流
」
実
行
委
員
会
で
も
、
子

ど
も
た
ち
に
ダ
ム
の
役
割
と
仕
組
み
を
楽
し
く
学
ん
で
も
ら
う

「
呑
吐
ダ
ム
探
検
隊
」
と
題
し
た
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
施
設
の
維
持
保
全
に
対

す
る
地
域
の
理
解
と
協
力
意
識
を
醸
成
し
、
１
０
０
年
後
の
未

来
に
豊
か
な
農
業
・
農
村
を

受
け
継
ぐ
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。

水土里ネット概要
水土里ネット名 水土里ネット東播用水

役 員 数 31名

職 員 数 常勤12名

組 合 員 数 12,206名

受 益 面 積 7,124ha
＊平成30年4月現在

▲ワインぶどうの収穫体験の様子

▲水源地里地・里山保全活動（篠山市）

▲模型を使ってサイフォンの仕組みを学ぶ
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